
○2月27日(金)
◆基調講演 「サイバーセキュリティ政策の現状と課題について」
総務省サイバーセキュリティ統括官室 サイバーセキュリティ統括官  三田  一博

◆講演①「サイバー空間をめぐる脅威の情勢と取るべき対応」    
警察庁 サイバー警察局 サイバー企画課 課長補佐

酒井 千尋 氏
◆パネルディスカッション 
「今だからこそ問い直すランサムウェア被害からなにを学ぶか 

-医療×IR×司法で解くランサムウェア対応-」
＜コーディネータ＞
国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）
サイバーセキュリティネクサス 研究マネージャー    佐藤 公信 氏

＜パネリスト＞

「SEC道後キャンパス2026」を開催
≪「SEC道後2026」を大学・高専へライブビューイング配信≫

（お問い合わせ先）四国総合通信局 サイバーセキュリティ室  089-936-5044

 四国総合通信局は令和8年2月27日(金)・28日(土)、愛媛県松山市で開催の「サイバーセキュリティシンポジウム道後(SEC道
後)2026」について、四国管内の大学・高等専門学校の6会場※にライブビューイング配信しました。

 このライブビューイング会場には、大学生など約55名の参加があり、サイバーセキュリティ分野の第一線で活躍する専門家による講演や
パネルディスカッション等の聴講され、最新の動向や地域におけるサイバーセキュリティ対策の重要性などを学習されました。

主なプログラム

※鳴門教育大学、香川大学、香川高等専門学校、松山大学、新居浜工業高等専門学校、弓削商船高等専門学校に会場を設置

○2月28日(土)
◆講演② 「NOTICEの取り組み ～脆弱性への対処から考えるセキュリティ対策～」    
国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）

 サイバーセキュリティ研究所 ナショナルサイバーオブザベーションセンター
サイバーオブザベーション運用室 室長              高嶋 香織 氏

◆講演③ 「横浜銀行におけるDX推進とセキュリティ対策について」 

◆講演④ 「民学官連携によるサイバー犯罪対策」 
一般社団法人日本サイバー犯罪対策センター業務執行理事    櫻澤 健一 氏

会場の様子(抜粋）
つるぎ町立半田病院 須藤 泰史 氏

株式会社ラック サイバー・グリッド・ジャパン 主席研究員 加藤 智巳 氏

大阪地方検察庁刑事部兼総務部検事 最高検察庁先端
犯罪検察ユニット 事務取扱検事 冨士﨑 真治 氏

株式会社横浜フィナンシャルグループ 執行役員
株式会社横浜銀行取締役常務執行役員  小貫 利彦 氏

株式会社ラック 技術顧問 西本 逸郎 氏

弓削商船高等専門学校鳴門教育大学 香川大学
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